
地区総体迫る

６月21日（土）、22日（日）に地区総体が行われます。

総体に向け各部とも最後の調整に余念がありません。チーム鳥海として、

１・２年生もまた３年生の思いを胸に大会に向けた練習に励んでいます。、

また、地域、保護者の皆様も様々な形で調整に参加していただきありがとう

ございます。総体は３年生にとっては，これまでの部活動の集大成の大会と

なります。勝敗はつきますが、是非、悔いのないよう精一杯大会に臨んでほ

しいと思います。そして精一杯大会を楽しんでほしいと思います。楽しさを

感じるには、「勝つ」ということもありますが、「自分たちのやりたいことが

できた」「自分たちの力を発揮することができた」「チームとして協力できた」

「応援している方に元気を与えることができた」などもあります。ここでもう一度本番

で力を発揮するために、監督、コーチ、地域の方、仲間から学んだことを思いだし、大

会で発揮できるようにしてほしいと思います。

各部主将の大会に向けた決意をお伝えします。主将の決意には“強い想い”を感じま

す。選手・部員の皆さんの健闘を祈ります。
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野球部キャプテン 三 森 さん

野球部の今年のスローガン
は「魂頂気」です。このスロ
ーガンのように１つ１つのプ
レーに魂と気持ちを込めて、

頂点に立てるように、全力で頑張ります。野
球部の応援よろしくお願いします。

男子卓球部キャプテン 三 浦 さん

中学校最後の大会で、今まで
練習してきたことを全て出し、
先生やコーチ、保護者のサポー
トに感謝の気持ちをもち、試合
を全力で楽しみ、目標の「優勝」ができるよ
うに頑張ります。

バレーボール部キャプテン 佐 藤 さん

予選リーグでは本荘南と矢島
と対戦します。練習試合での勝
利をチームのモチベーションと
し、相手の流れに合わせず、自
分たちのプレーをして１位通過をしてきま
す。また、自分たちで声をかけて、ねらう所
やディグの位置の指示していきたいです。秋
・春・夏の地区大会三冠できるように頑張り
ます。

６月１９日（木）はみんなの登校日です。午後からは地区総６月１９日（木）はみんなの登校日です。午後からは地区総
体の壮行会が行われます。この機会に是非、鳥海中学校へお越体の壮行会が行われます。この機会に是非、鳥海中学校へお越
しいただき、生徒の様子をご覧になり、元気を感じてほしいとしいただき、生徒の様子をご覧になり、元気を感じてほしいと
思います。思います。

女子卓球部キャプテン 三 舩 さん

１日目の団体戦では、全員
が全力で試合に臨み、決勝ト
ーナメント進出を目標にして
頑張ります。個人戦でも、今
までたくさんの方たちから教

えてもらったことを全て試合で出し切り、全
力で試合に臨み、そして試合を楽しみたいと
思います。頑張ります。



鳥海ダム本体工事着工式に出席してきました

３年生の菅野さんが、６月１４日（土）に行われた、「鳥海ダム本体着工式」に参加

し、国土交通省各部局長、秋田県知事、各議員、由利本荘市長、にかほ市長、地域の方

など約２００名のご来賓、加えて各報道関係者の前で、堂々と、立派に期待の言葉を述

べるとともに、鍬入れを行ってきました。

期待の言葉 鍬入れ

期待の言葉を紹介します

鳥海の山々が美しい緑で彩られる季節となり、ついに鳥海ダム本体の建設が始まりま

した。この百宅の地にダムが建設されると知ったとき、由利本荘市の新たな名所ができ

るという嬉しい気持ちと集落が１つ消えてしまうという寂しい気持ちになりました。そ

んな気持ちを抱きながら５月２９日に鳥海中学校の生徒全員で鳥海ダム見学を行いまし

た。鳥海ダムが作られる場所は私の想像よりも広く、驚いて思わず声を上げてしまいま

した。レクリエーションをしたり展望台から工事の様子を見学したりした後、私たちは

工事現場の中に入らせてもらいました。そこで初めて私たちは鳥海ダムの４つの目的を

知ることができました。

１つ目は、洪水被害の軽減です。ダムからの放水量を調節することによって子吉川流

域の洪水被害の低減を図るということだそうです。昨年本荘由利地域で大きな洪水被害

が起きました。洪水被害は誰しもが恐れています。そんな洪水被害を少なくできるのは、

私たちにとって安心できることだと感じられました。

２つ目は、流水の正常な機能の維持です。子吉川の渇水時にダム湖の水を子吉川に補

給するだけでなく、塩水遡上の低減など河川の環境を保全するということだそうです。

子吉川は鳥海地域から本荘地域まで広い範囲でつながっているため、子吉川が渇水した

時でもダムの水を使えば安心できます。

３つ目は、水道用水の供給です。私たちの生活に欠かせない水、それがダムによって

安定して水道用水をとることができるのは私たちにとってとても助かることなのではな

いかと思います。

４つ目は、発電です。ダムの放流水を活用し、２３００世帯が一年間で使用すること

のできる発電を行うということだそうです。ダムの水を使って水力発電を行うのは、Ｓ

ＤＧｓ地球に優しく、地域の人々にも優しいため、これからの生活がもっと快適になり

そうだなと感じました。

最初のうちは「名所ができる」とか「集落が消えてしまう」という想いをもっていま

したが、ダムの目的を知ったことによって鳥海ダムの役割や必要性をたくさん知ること

ができたし、これからに向けて期待がふくらみました。

由利本荘市の未来のために、無事に鳥海ダムが完成すること、そして、私たちがダム

によって快適な生活を送っていけることを願っています。

令和７年６月１４日 鳥海中学校 三年 菅野○○

ここに重機があります。
規模の大きさが伝わっ
てきます


